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●リユース食器を使用し、食器類、生ごみ、廃油等は
　会場内のエコステーションで回収
●生ごみはミミズコンポストにて堆肥化
●廃油は、廃油発電機、廃油Car、キャンドルで再使用
●バイオマス製品は瀬戸キャンパスの畑で土壌還元

先駆性・独創性

「ゴミ箱ゼロの大学祭」

啓発効果

名古屋学院大学

早くから大学としての「環境宣言」を行い、商店街など地域を巻き込んだエコ活動の実践･拡大を進める
など、環境をキーワードとした大学と地域との関わり方のモデルを示した点が評価された。

受賞の
ポイント

連絡先：名古屋学院大学　総合政策部
           名古屋市熱田区熱田西町1-25　052-678-4085

大学と地域の協働による
循環型社会の実現に向けた環境プロジェクト

優秀賞

名古屋学院大学
環境宣言（2003.3）

誰もが気軽に参加できるエコ活動

EXPOエコマネーを発行・活用

1.環境教育と
 環境問題解決のための
 啓蒙活動
2.地球環境問題改善のため
 地域社会活動への
 積極的な参画
3.大学の自然環境を
 守り次世代に引き継ぐ
4.省エネルギー、
 廃棄物の減量・再利用・
 再資源化
（名古屋学院大学環境宣言行動目標 抜粋）

●バイオマス・リユース食器の使用や貸出
●タンブラー持参によるドリンク割引
●廃油を使ったキャンドルナイトイベント
　　　　　　　　　　　　　　　 など

●「ごみ箱ゼロの大学祭」
●「ペットボトルキャップ回収活動」
●様々なエコ企画　など

学生運営のカフェ
「MilePost」でのエコ活動

大学祭エコプロジェクト

●「マナー向上キャンペーン」 など
　学生・教職員・地域住民を
　対象とした地域の清掃活動

地域の清掃活動

地域との
人的ネットワーク

まちづくりを通した
人的ネットワーク
（市民、行政、企業、
 NPO等）の形成

など

名古屋市との
連携協定締結（2007.10）

名古屋市・熱田区

日比野商店街

日比野
ひとまちネット

エコデザイン
市民社会フォーラム

COP10を見据えた今後の取組

環境をテーマにした

2010年に開催されるCOP10
（生物多様性条約
  第10回締約国会議）の
ホストタウンに立地する
大学として、活動内容を充実

シンポジウム

公開講座

啓発チラシの作成と配布

循
環
型
社
会
の
実
現

・バイオマス・リユース食器の使用
・イベントやお祭りなどに
・バイオマス・リユース食器を貸出

・全模擬店でリユース食器を使用
・バイオマス・リユース食器の展示

「バイオマス製品の普及」

ゴミの量を限りなくゼロに近づけることに成功

①環境への関心が持続
キャップ回収活動のように行動が成果に繋
がること、清掃活動のように活動が街に変
化をもたらすことを実感して、学生たちが
自信を持つようになり、次のエコ活動へと
積極的に行動を移すようになりました。

③行動の成果が次への行動へ
気軽に楽しんで活動できるエコイベントを
多く企画した結果、地域の人々に環境問題
をより身近に感じてもらえるようになりました。
例）廃油を使ったロウソク作りとキャンドル
ナイトイベント、プランター付きベンチを製
作した熱田区民まつ
りの市民参加型ワー
クイベント、大学祭で
行ったマイ箸つくり等
のワークイベント等。

②地域の参加者が増加

新エネルギー「バイオマス」を積極的に利用

ペットボトルの
キャップを回収し、

発展途上国の子供たちに
ワクチンを贈る

EXPOエコマネーを発行・活用することで、
愛・地球博で高まった環境への関心の持続
を図ります。エコマネーはMile Postでの
フェアトレード・福祉等の社会貢献活動に対
しても発行され、エコマネー利用者の裾野
を広げることが
できます。

（１）今後、解体系廃石膏ボードが大量に発生
（２）リサイクルルートが確立されていない（特に解体系）
（３）処理コストが高い
（４）高額な処理コストを嫌い不適正処理や不法投棄が多発

（１）出資を媒介した協業で確実なリサイクルルート確保
（２）最新技術プラント・独立手選別ラインにより高品質原料を製造
（３）コンプライアンスを遵守したライセンス取得
（４）国内最大級の廃石膏ボードリサイクル施設
（５）アクセスの良い立地条件

（１）排出・運搬・中間処理・再生（製造）各社が出資しコン
ソーシアムを結成

（２）愛知発のリサイクルシステムとして全国展開を予定

先駆性・独創性
（１）管理型埋立廃棄物の排出削減により処分場の枯渇

問題の解消に貢献
（２）不法投棄・不適正処理による環境汚染の防止、環境

負荷の低減
（３）石膏や紙の原料になる天然資源の使用量及び運搬

エネルギー・CO2を削減

環境負荷低減効果

株式会社グリーンアローズ中部

廃石膏ボードのリサイクルシステムとして、「排出⇒収集運搬⇒中間処理⇒再製品化」といった各事
業者によるしっかりとしたコンソーシアムが形成され、ビジネスとしての実績も上がっていることが
評価された。

受賞の
ポイント

連絡先：株式会社グリーンアローズ中部　営業部
           東海市南柴田町ホノ割213-7　052-689-3501

コンソーシアムによる廃石膏ボードの
確実・大量・安価なリサイクルシステムの確立

優秀賞

廃石膏ボードの
確実・大量・安価な
リサイクルシステム
の確立が急務

廃石膏ボードの
確実・大量・安価な
リサイクルシステム

を実現！

着工新設住宅戸数が
横ばいの状況でも
市場ニーズを反映し
開業以来、搬入量は
右肩上がり！

入荷好調につきＨ22夏
プラント増設予定
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［入荷量と県内着工新設住宅戸数の推移］

入荷量

着工新設
住宅戸数

グリーンアローズ
ホールディングス

原料納入

排出 ： 大手ゼネコン（大林組・大成建設）

再製品化 ： 石膏ボードメーカー
（吉野石膏）

中間処理 ： グリーンアローズ中部
（ダイセキ環境ソリューション）

収集運搬 ： 永一産商 ・ 誠美社・
相建 ・ リバイブ

中間処理業者
タケエイ（関東展開予定）
大栄環境（関西展開予定）

製 紙
会 社

※斜体の社名はコンソーシアム
　出資企業
※排出・収集運搬は出資者以外も
　幅広く受入

製品
供給

排出

収集
運搬

原料
納入

ミミズコンポストミミズコンポストミミズコンポスト

リユースカップリユースカップ

リユース食器ブースリユース食器ブース

リユースカップ

リユース食器ブース

マナー向上
キャンペーン

ペットボトル
キャップ回収活動

廃油Car廃油Car廃油Car キャンドルロード

【実　績】

【特　徴】

【新リサイクルシステム】

【廃石膏ボードをとりまく問題点】

新築系約2割 解体系約8割

石膏粉 紙

大学施設の一部を
COP10

サイドイベント会場に提供（ ）

概要 概要

プランター付きベンチプランター付きベンチプランター付きベンチ


